
２０２４年 ６月２４日（晴れ） 第４週 第２４７２回例会

Song ”それでこそロータリー”

Attendance

会員 ６４名 欠席 ８名 出席率 ８５．１９％

President Time 加藤春視 会長

皆さん、こんにちは、本日は今年度最後の例会になりま

す。会長方針「伝統を受け継ぎ、多様性を常態として、10

0年を超えるクラブへ」を合い言葉に各委員会には事業計

画を実行して戴きました。これも役員・理事、委員長はじ

め委員の皆さんのご協力のお陰と役員、理事を代表致しま

して心からお礼申し上げます。

6月22日国際ロータリー2760地区酒井法丈ガバナー主

催の地区役員・会長・幹事懇談会が盛大に行われました。

特にこの地区は、恵まれた地区運営ができたと思っていま

す。特に長い間ワールドフードふれ愛フェスタと親しまれ

たWFFが今年からロータリーフードフェスティバルRFFと

名を変えて過去最強の企業協賛で皆さんのご協力で過去最

大の催しができたことです。とご挨拶を頂戴しました。

本日は、役員理事退任挨拶と55年間という長きに渡りこ

の名鉄グランドホテルの皆様に大変にお世話になってきま

した。最終例会となります。大変おなごり惜しい限りです。

まず、名鉄グランドホテルの皆さんとの思い出を振り返り

ますと、昭和44年6月16日名鉄グランドホテルにて創立

総会が開催され、初代会長に大竹和美君が推薦され就任し

ました。それから55年お世話になりました。本当に長きに

渡り大変お世話になりました。そこで、お礼のお花を、私

と幹事が代表で両者の今後の信頼関係が続くことを誓って

お渡ししたいと思います。55年の間お世話をしていただき

誠にありがとうございました。涙が頬をつたいそうなので

これにて、会長挨拶を終わります。この1年誠に有難うご

ざいました。

それでは、役員・理事退任挨拶を述べさせていただきま

す。何を申しましても３役、存在感抜群の高山副会長、こ

まめに気配り準備の竹田幹事、何気なく8委員会に要望を

伝えていた児玉クラブ奉仕委員長。感謝感謝で胸が熱くな

ります。引き続き、各委員会の今年度の主だった奉仕活動

を紹介します。黒野晃太郎職業奉仕委員長には、浜松の浜

岡原発の視察を企画して戴きました。美味しいウナギの食

事も戴きました。板津社会奉仕委員長と北野青少年奉仕委

員長には、あま市役所時計贈呈式をあま市役所新庁舎で行

いました。北野青少年奉仕委員長には、RYLAにも参加し

て戴きました。中澤国際奉仕委員長には、国際大会シンガ

ポールと鈴村君には、姉妹クラブ台湾汐止扶輪社42周年記

Today ７月 １日（第２４７３回）

担当 後藤裕一 会長

演題 新年度発会

新役員・理事挨拶

Next Week ７月 ８日（第２４７４回）

担当 後藤裕一 会長

演題 クラブアッセンブリー

新年度事業計画



念行事にお世話をかけ会員と参加しました。ロータリー財

団委員会西川君には寄付金を集めて戴きました。稲垣米山

奨学委員長には、奨学生のお世話をして戴きました。山田

尊久ロータリー情報委員長と寺澤会員増強委員長には、会

員増強活動を進めてもらいました。大西公共イメージ向上

委員長には、クローバーTVとの折衝、55周年ビデオ制作

に携わってもらいました。黒川親睦活動委員長には、夜間

友愛例会、秋の家族会、年末家族会、新春夜間例会、年男

・年女放談、クラブフォーラム、職業奉仕地区委員会卓話

（加藤徹委員）、春の家族会、創立記念夜間例会を楽しく催

ししてもらいました。青本ニコボックス委員長には、毎例

会にてニコニコ笑顔でニコボックスをして戴きました、月

に一回はニコボックスのくじ引きもして戴き楽しく運営し

て戴きました。大竹プログラム委員長には、例会運営の為

例会のプログラムをまとめて戴きました。小倉会場委員長

には、毎例会の会場設営と、その他の家族会の設営を親睦

委員会と協同で行って頂きました。篠田保険委員長には、「介

護認定審査会とコロナワクチンの後遺症について」「花粉症

は、何時でも何処でも危険です。」の卓話をお願い致しまし

た。加藤徹会計委員長最後の決算よろしくお願いします。

伊藤英毅SAAには、例会運営をピリリと引き締めて戴きま

した。次期準備は万端な後藤会長エレクト、神野副幹事。

臼井直前会長は、理事会で一言肝いりの言葉頂戴しました。

会計監事の光岡君確認よろしくお願い致します。渡辺S.A.

A補佐助言を沢山頂戴しました。それと、なんと申しまし

ても、この年度のハイライトは、創立55周年記念式典です。

家田安啓創立５５周年記念行事実行委員長に取りまとめて

戴きました、記念式典、記念講演にプロゴルファー・ゴル

フ解説者タケ小山さん、祝宴にお笑いコンビテツandトモ

で大いに会場に笑いを提供してもらい楽しく記憶に残る記

念式典が会員一同で協力して行うことができたことです。

もう一点、クラブ例会場の移転とやむなく会費の値上げ

をお願いしたことで会員の皆様にご迷惑をお掛けすること

となったことです改めましてお詫び申し上げます。

最後になりましたが、次期後藤年度の素晴らしき門出を

祈念し、私共同様、皆様方のご支援、ご協力をお願いし、

私の退任とお礼のご挨拶を終わらせて戴きます。ありがと

うございました。

Secretary Report 竹田竜一郎 幹事

１ 次週7月1日（月）空の例会場は名古屋マリオットアソ

シアホテル17Fルピナスとなります。お間違えなき様

お願いします。

２ 第1回定例理事会のご案内

日時 7月1日（月）例会終了後

場所 マリオットアソシアホテル 17F パイン

加藤春視会長から後藤裕一次期会長へ会長バッジ引継ぎ

ニ コ ボ ッ ク ス

ご投函有り難うございます

加藤春視 会長

本日は役員・理事退任挨拶と、55年間という長きにわ

たりこの名鉄GHの皆様に大変お世話になってきまし

た。最終例会となります。大変お名残り惜しい限りで

す。役員・理事、委員長はじめ委員の皆さんのご協力

のおかげと心からお礼申し上げます。

竹田竜一郎 幹事

加藤春視年度、本日が例会最終日です。1年間有難う

ございました。

名鉄GHの皆様、55年にわたり大変お世話になりまし

た。有難うございました。

黒野晃太郎君

お久しぶりです。ご迷惑・ご心配をおかけしました。

大竹敬一君

加藤春視会長、皆さん、1年間お疲れ様でした。

名鉄GHさん、長年お世話になりました。有難うござ

いました。

板津和博君

加藤春視年度役員・理事の皆様、1年間お疲れ様でし

た。大変お世話になりました。有難うございました。

伊藤英毅君

ニコボックスの皆様、1年間大変ご苦労様でした。

後藤 眞君

親睦活動の皆様、1年間有難うございました。

山本裕二君

今月で退会させて頂きます。短い間でしたが、大変お



世話になりました。有難うございました。

青本道春君

ニコボックスの皆様、1年間大変ご苦労様でした。

加藤憲治君

加藤春視会長以下役員・理事の皆様、1年間ご苦労様

でした！

児玉憲之君

加藤春視年度は今日が最終例会ですね。1年間、会員

の皆様に助けられて無事に帰港出来ました。今振り返

ってみると、雨あり嵐あり晴天ありと、楽しく1年間

が過ぎました。1年間、重ねて有難うございました。

鈴村與左衛門君

ニコボックスの皆様、1年間大変ご苦労様でした。

山田尊久君

加藤春視会長はじめ役員・理事の皆様、1年間ご苦労

様でした。私はソングリーダーとして、1年間休まず

に楽しく歌うことが出来ました。会員の皆様、有難う

ございました。

後藤裕一君

役員・理事、委員長の皆様、1年間大変ご苦労様でし

た。委員会の皆様、1年間ご苦労様でした。

服部竜也君

役員・理事、委員長の皆様、1年間大変ご苦労様でし

た。委員会の皆様、1年間ご苦労様でした。

家田安啓君

55周年が終わります。記念行事にご協力いただいた皆

様、有難うございました。

池﨑晴美君

今日はサバンナマラソンの予防注射のため早退します。

注射6本打ちます。8万円です。頑張ります。

名鉄GHさん、有難うございました。

神野恭寿君

加藤春視年度の皆様、1年間お疲れ様でした。素晴ら

しい1年に感謝です。

加藤 徹君

ニコボックスの皆様、1年間大変ご苦労様でした。

木下章吉君

ニコボックスの皆様、1年間大変ご苦労様でした。

北野庸夫君

名鉄GH、長らくお世話になりました。新しい会場で

も心機一転、頑張りましょう！

栗木和夫君

1年間有難うございました。

中澤浩一君

不出来な国際奉仕も、何とか終了しました。皆さん有

難うございました。勉強になりました。

小倉廣三君

役員・理事、委員長の皆様、1年間大変ご苦労様でし

た。委員会の皆様、1年間ご苦労様でした。

大西晃弘君

役員・理事、委員長の皆様、1年間大変ご苦労様でし

た。委員会の皆様、1年間ご苦労様でした。

酒井和雄君

黒野晃太郎君の元気な顔を見て！

武井 正君

名鉄GH様、長い間有難うございました。

山田幹夫君

33年間、通いなれた名鉄GHとも本日でお別れと思う

と感慨ひとしおです。大変お世話になり、有難うござ

いました。

横井久雄君

名鉄GHでの例会、本日最終日です。ホテルスタッフ

・関係者の皆様、永い間有難うございました。

合 計 １２４，０００円

6月のニコボックス賞は家田君、伊藤英毅君、

山本裕二君、加藤憲治君

役 員 ・ 理 事 退 任 挨 拶

副会長 髙山 敏君

代読 竹田竜一郎君

今年度、春視会長を支えるべく副会長へ就任しましたが、

体調不良の為に途中から参加できなくなり大変申し訳ござ

いませんでした。参加は出来ませんでしたが、シッカリと

確認はさせていただいておりました。次年度へ無事に引継



ぎが出来、ホッとしております。会員の皆様にもご心配を

おかけし申し訳ございません。今はリハビリに励んでおり、

直ぐに復帰することができませんが、皆様からのご心配と

温かい応援に深く感謝しております。病気を乗り越えるた

めに、治療と回復に専念しています。お会いできないこと

を心よりお詫び申し上げますが、皆様の理解とご支援をい

ただきながら、早く元気に復帰できるよう努力しています。

１年間ありがとうございました。これからも、どうぞよろ

しくお願い申し上げます。

会計 加藤 徹君

加藤春視年度会計を仰せつかり

ました加藤徹です。会員皆様の協

力により本年度例会最終日を迎え

ることができました。会費値上げ

の件で当初予算について様々なご

意見をいただくこととなりまし

た。スタート時点での幹事とのコンセンサスをもっと深く

とっておけば良かったと反省しております。しかしながら

会計上は適正に処理されており、何よりも皆様のおかげを

もちまして55周年の記念事業をはじめとする諸奉仕事業が

すべて実行されました。本当にありがとうございました。

SAA 伊藤英毅君

長い伝統と歴史を持った“あま

ロータリークラブ”の加藤年度例

会の進行はとてもスムーズに運ん

だと思っています。また、特に本

年度は親睦委員と会場委員の連携

と意思の疎通がうまくいって素晴

らしい行事や55周年式典が行われたと思います。私として

は何も言うことのない一年でした。皆様のご協力、有難う

御座いました。

会長エレクト 後藤裕一君

加藤春視年度役員・理事の皆様

には、55周年記念行事をメイン

に様々なクラブ活動運営において

多くのことを学ばせていただきま

した。有難うございました。加藤

春視会長のリーダーシップのも

と、竹田竜一郎幹事筆頭に各役員理事の皆様が一致協力し

て取り組まれた結果、見事に５５周年記念行事を開催され、

またそのほかの奉仕活動、親睦活動が執り行われたことと

思います。本当にお疲れ様でございました。特に、加藤春

視会長、竹田竜一郎幹事におかれましては、55年目にして

の会場の移動・諸経費の高騰に対応するための会費の値上

げへのご尽力には心より敬服し感謝申し上げます。

次週、７月１日からは新しい年度が新しい会場に移動し

て始まります。加藤春視年度で経験し学んだこと、そして

大竹初代会長から歴代の会長が培われてきたあまロータリ

ークラブの良い伝統を引き継ぎ、令和の時代にアップデー

トした『いつまでも若々しく、楽しく、メリハリのあるス

マートなクラブ運営』を心掛けてまいる所存です。会員の

皆様のご支援・ご指導を心よりお願い申し上げて退任の挨

拶とさせていただきます。有難うございました。

直前会長 臼井幹裕君

皆さん、こんにちは。ようやく

退任の日を迎えました。加藤会長

始め理事・役員の皆様は本当にお

疲れ様でした。直前会長は前年度

の経験をもとに現会長をサポート

する役割かと思います。しかしな

がら、本年度の課題は、周年事業の実施、会費増額や例会

場変更というクラブの歴史に残るものばかりで、つたない

前年度の経験では到底アドバイスできるようなものではな

く、私自身は、何の力にもならなかったと受け止めていま

す。いやクラブ計画書の記載などにつき、一人余分なこと

を申し述べてクラブ運営に差し障りを来したようにも思い

ます。いずれにせよ、しばらく反省して寡黙に過ごして参

ります。いろいろとお世話になり、有難うございました。

クラブ奉仕委員長 児玉憲之君

加藤春視年度クラブ奉仕委員長

職を拝命し、8委員会の委員長様

に助けられて１年があっという間

に過ぎたように感じます。コロナ

禍明けの1年で、数多くの事業が

成功裏に無事終了できたことは、

大変感銘を受けました。特に地区補助金を利用した「あま

ロータリークラブ55周年記念事業」あま市役所時計塔の贈

呈では社会奉仕委員会、青少年奉仕委員会の2つの委員会

の皆様の入念な準備が実った形になりました。さらに、あ

ま市役所新庁舎の省エネルギーに配慮した建物の見学会や

勉強会へと広く「あまロータリークラブ」の存在を地域の

市民へ示すことができたかと思います。在任中には、会長

・幹事をはじめ多くの会員の皆様から多くの貴重なアドバ



イスを頂戴しましたことに大変感謝申し上げます。私のつ

たない運営で8委員会メンバーに大変ご迷惑をおかけしま

したこと、この紙面をお借りしてお詫び申し上げます。そ

して、この役職に就かせていただいたことにより、私は自

分が大きく成長できたことを実感しております。最後に、

微力ではありますが「あまロータリークラブ」が地域社会

の発展に貢献して地域からの認知度が上がったことと思い

ます。また、地域から愛される「あまロータリークラブ」

に、私自身が入会できた事を重ねて感謝申し上げます。

親睦活動委員長 黒川元則君

今期、親睦活動委員長を務めま

した黒川です。皆さんのご協力の

元、1年を終えられる事に心より

感謝申し上げます。また、会長・

幹事におかれましては様々な分岐

点、決断を迫られる局面を迎え大

変な年度でもあったと思いますが、今年度の理事であった

事を光栄と思っております。1年を振り返り、緒先輩方よ

り色々なご指導を賜り勉強になり、またやり終えた充実感

ににも浸たっております。

これらを今後の凛としたクラブ運営に繋げて行きたいと思

っております。1年間ありがとうございました

職業奉仕委員長 黒野晃太郎君

はじめに、職業奉仕委員長と

して理事をお引き受けしたにも

かかわらず、後半の約半年を体

調不良により欠席、加藤春視会

長、竹田幹事をはじめとする理

事会メンバーの皆様に多大なご

迷惑をおかけしました事、深く

お詫び申し上げます。

職業奉仕委員会としては、2月の職業奉仕月間に企画い

たしました中部電力浜岡原子力発電所の見学、地区職業奉

仕委員会の四つのテストに基づく会社経営として、加藤徹

会員（地区職業奉仕副委員長）の会社（加藤建設）の紹介

をすることが出来ました。発電所の見学では、職業奉仕委

員会の石原君、水谷君には感謝、また中部電力の紹介のお

骨折りを賜りました大竹会員にも感謝です。

社会奉仕委員長 板津和博君

今年度社会奉仕委員長の板津です。

今年度のメインイベントの55周年記念事業として社会奉

仕委員会・青少年奉仕委員会と

連携して地区補助金事業として

あま市新庁舎に自然エネルギー

を利用した時計塔を寄贈し、ボ

ーイスカウトの子ども達ととも

にSDGｓについて学びました。

大変多くの皆様にご理解ご協力

いただき無事終えることができましたこと、この場をお借

りして厚く御礼申し上げます。

今年度初めて行った事業として、あま地区で活躍する「か

もり子ども食堂Miらい」と「おおはる未来食堂」を通じて

地域の子育て世帯や困窮世帯に食品等を寄付させていただ

きました。会員の皆様には大変多くの寄付をいただき有難

うございました。毎年参加する美和かしの木会の主催する

「クリーンコミュニケーションin大江・蟹江川」としての

両河川の清掃活動と「530運動」には、あまRCからも多

数の参加いただきました。ご参加の皆様ありがとうござい

ました。また寄付としては「いきいき花クラブ」と「海部

地区心身障害児保護者会連合会」の総会に参加させていた

だき、寄付をさせていただきました。それぞれあまＲＣの

管轄地区の首長や県議会議員、など来賓の方々が参加され

る中、寄付金を加藤春視会長より贈呈していただきました。

初めての社会奉仕委員長でしたが皆様にご指導、ご協力い

ただき全ての事業を行うことができました。一年間有難う

ございました。

青少年奉仕委員長 北野庸夫君

今年度の事業

・大治ちびっこ農園

・あまRC55周年事業

あま市役所新庁舎に記念の時計

台寄贈（社会奉仕委員会協賛）

・RYLAセミナー

・ボーイスカウト等への助成金贈呈

等々の事業を行いました。

国際奉仕委員長 中澤浩一君

国際感覚に乏しい私が、国際

奉仕委員長と言う重責を務めさ

せていただき、学ぶ事が多かっ

たと同時に、自分の愚かさを痛

感した1年間でした。

着任前を振り返りますと、「今

年は補助金事業が無いから名前



だけ入れとくから」と告げられ、安請け合いしたのが運の

尽き、会長や某先輩方からは国際大会で多くの会員に参加

を募り、満足いただくのが、国際委員長の使命であるので、

着任前から準備が必要だと叱咤激励され、自分なりに経験

者である同委員の方々と協力して旅行会社探しから始めた

ことを思い出します。試行錯誤する中、団体旅行メリット

でツアー費用を削減する為、最低人数確約型で、交渉を進

めましたが、諸々致し方ない理由により、最低人数をうろ

うろしていたのが実態でした。ずいぶんご無理を聞いて頂

いた皆さんには本当に頭が下がる思いです。不手際ばかり

でしたが、皆さんのご協力により何とか大きなトラブルな

くイメージに近い国際大会参加を実行する事ができました。

また、55周年の汐止扶輪社来日時には栗木先輩を始め色々

な方々からご教授頂き、何とか形を整える事ができました。

結びになりますが、色々大変だった反面、ロータリーの

奥深さの一端を垣間見る事が出来た国際奉仕委員会であり

ました。お世話になった皆さんとクラブに感謝御礼申し上

げます。

ロータリー財団委員長 西川広樹君

代読 竹田竜一郎君

今年度、委員長が退任して途中から委員長代理としての

参加となりましたが、前委員長の想いを受けて快く引継ぎ

をさせていただきました。寄付金のご協力をいただきまし

た皆様、誠に有難うございました。来年も引き続き財団委

員長を拝命いたしますが、あまクラブの為に頑張りますの

で皆様よろしくお願いいたします。有難うございました。

副幹事 神野恭寿君

2022年12月より1年6ヶ月、

加藤春視会長が掲げる活動方針

の1つである、「何時までも若々

しく、楽しく、メリハリのある

スマートなクラブ運営」を、間

近で体感する事ができた事、心

より感謝申し上げます。そして、

会長の右腕としてご活躍された竹田幹事の姿をしっかり見

届け、心に刻むことが出来ました。特に、理事会・クラブ

戦略委員会運営は、大変勉強になりました。加藤春視会長

・竹田幹事を始めとする役員・理事の皆様、加藤春視年度

で学んだ事を後藤裕一年度でもしっかり引き継ぎ、生かし

ていきたいと思います。あまロータリークラブ会員の皆様

におかれましては、今後とも変わらぬご指導ご鞭撻お願い

致します。

幹事 竹田竜一郎君

今年度は、コロナ禍が終息し

クラブ活動も完全復活した年度

でありました。更にあまクラブ

55周年という記念すべき年度で

あり、あま市への時計塔贈呈や

記念式典、会場変更、年会費変

更の案件を含め、大変多くの経

験と学びを得た年となりました。途中、くじけそうになっ

た時もありましたが、加藤春視会長、役員・理事の方々、

各委員長、そしてあまRCの色々な方が支えてくださってな

んとか乗り切る事が出来たと思っております。感謝です。

至らない点が多々あったとは思いますが、ロータリーの友

情に免じてご容赦お願いします。この経験を無駄にする事

無く、友情と奉仕の精神を大切にし、微力ながらこれから

も皆様と共に活動させていただきたく存じます。また、社

業にも生かして成長していきたいと思います。本当に1年

間有難うございました。


